
令和２年度

第２回
わくわく授業づくりワークショップ
『道徳科の授業づくりについて』

本日は，ご参加くださり，ありがとうございます。

お願い
①入室する際の名前に所属名を入力しておいてください。

（例）「附属坂出小学校 山本健太」
②マイクはOFFにしてください。
③飲食はご自由にどうぞ♪

※開始時刻（１８：３０）まで，しばらくお待ちください。

第２回 わくわく授業づくりワークショップ 香川大学教育学部附属坂出小学校



チャット機能を使って，
番号で答えてください

第２回 わくわく授業づくりワークショップ 香川大学教育学部附属坂出小学校

Q：本ワークショップを，
どのように知りましたか？

①Eメール ②HP ③ちらし
④フェイスブック ⑤その他



チャット機能を使って，
お答えください

第２回 わくわく授業づくりワークショップ 香川大学教育学部附属坂出小学校

Q：担当学年・専門教科
を教えてください。

（例：６年 体育科）



本日の内容

第２回 わくわく授業づくりワークショップ 香川大学教育学部附属坂出小学校

１．『ロレンゾの友達』（学研 わたしたちの道徳）
を用いた実践提案
※導入→展開→終末と３つの場面に分けて説明します。

２．実践に関する質問，日々の道徳授業についての
質問タイム

３．ご指導（七條正典先生より）

４. フリータイム（評価方法など，質問を基に）
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○授業場面の説明と動画視聴
⇓

○各場面での働きかけの説明
⇓

○次の場面の動画…
⇓

○最後にまとめて先生方からの質疑・応答
（チャットに質問を，その都度打ち込んでください）

提案の流れ
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6 6香川大学教育学部附属坂出小学校 道徳科
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7 7香川大学教育学部附属坂出小学校 道徳科

OECDラーニング・コンパス

「OECD Future of Education and Skills 
2030プロジェクトの成果」

→教育の未来に向けての望ましい未来像を描いた，進化し続け
る学習の枠組み。

→教育の幅広い目標を支えるとともに，私たちの望む未来
(Future We Want)，つまり個人のウェルビーイングと
集団のウェルビーイングに向けた方向性を示します。

OECDラーニング・コンパス(学びの羅針盤)20３0
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8 8香川大学教育学部附属坂出小学校 道徳科

→児童・生徒が教師の決まりきった指導や指示
をそのまま受け入れるのではなく，未知なる環境
の中を自力で歩みを進め，意味のある，また責任
意識を伴う方法で進むべき方向を見出す必要性
を強調する目的。

ラーニング・コンパス（学びの羅針盤）という比喩
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9 9香川大学教育学部附属坂出小学校 道徳科
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10 10香川大学教育学部附属坂出小学校 道徳科

自主的

あらかじめゴールが決められていて，そこに向か
う道を一生懸命に走っている

主体的

自らゴールを設定し，そのゴールに向けて道を
自ら選びながら問いながら走っている

自主的ではなく主体的な子供に…



第２回 わくわく授業づくりワークショップ 香川大学教育学部附属坂出小学校

猪熊・真凜の動画

問いづくりに
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12

道徳科の目標

12香川大学教育学部附属坂出小学校 道徳科

第１章総則の第１の２の（２）に示す道徳教
育の目標に基づき，よりよく生きるための基
盤となる道徳性を養うため，道徳的諸価値に
ついての理解を基に，自己を見つめ，物事を
（広い視野から）多面的・多角的に考え，自
己の（人間としての）生き方についての考え
を深める学習を通して，道徳的な判断力，心
情，実践意欲と態度を育てる。

「新 小・中学校学習指導要領第３章 特別の教科 道徳」
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13

道徳科の目標

13香川大学教育学部附属坂出小学校 道徳科

第１章総則の第１の２の（２）に示す道徳教
育の目標に基づき，よりよく生きるための基
盤となる道徳性を養うため，道徳的諸価値に
ついての理解を基に，自己を見つめ，物事を
（広い視野から）多面的・多角的に考え，自
己の（人間としての）生き方についての考え
を深める学習を通して，道徳的な判断力，心
情，実践意欲と態度を育てる。

「新 小・中学校学習指導要領第３章 特別の教科 道徳」

授業づくり
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14

教材分析におけるポイント（附坂小）

14香川大学教育学部附属坂出小学校 道徳科

授業前にすること

教材分析では，

①子供たちが考える場面（道徳的な変化の起
こる場面）と考える内容（教材における主た
る道徳的価値）を明らかにし，

②道徳的価値に関わる発問を精選する。
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15

『ロレンゾの友達』

15香川大学教育学部附属坂出小学校 道徳科
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16

『ロレンゾの友達』

16香川大学教育学部附属坂出小学校 道徳科
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17

①子供が考える場面と考える内容

17香川大学教育学部附属坂出小学校 道徳科

〇友達としてどう接するのか葛藤する場面

その場面での登場人物の内面を推し量る。

道徳上の問題…友達であれば，どう接するのか。

アンドレ→お金を持たせて逃がす

サバイユ→納得しなければ逃がす

ニコライ→自首を勧める

※どうして，そうしようと思ったのかを分析する
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18

②発問の精選（チェックポイント）

18香川大学教育学部附属坂出小学校 道徳科

①学習指導要領解説に示されている内容項目【友情，信頼】

に迫れているか。

②教材の中心場面（主人公の心情の変化・道徳的問題場面）に
関わっているか。

※発問が主人公の生き方を支えた思いに迫っていること

③現実の世界に照らし合わせ，考えを深めたり広げたりできるよ
うになっているか。

④対話・議論をしたくなるために欠かせない問いになっているか。
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19

②発問の精選（補助発問）

19香川大学教育学部附属坂出小学校 道徳科

○主発問の補助になっているか

・「揺さぶり」や「問い返し」などによって，子供の思考に
さらなる揺り動かしをかけることができる。

・「本当にそれでよいのか」「もしも～だったらどうする
か」などによって子供の思考がさらに活性化すること
ができる。
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本時の中心的な発問と補助発問

20香川大学教育学部附属坂出小学校 道徳科

友達としてどのように接すればいいのだろう。

本当の友情とはどういうものだろう。

自分にとって，３人のうち誰が親友ですか。

どうして「逃がそう」と思ったのですか。
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21

授業構成の基本的な捉え（附坂小）

21香川大学教育学部附属坂出小学校 道徳科

基本的な授業の構成（三つの場面）

導入
主題に対する児童の興味や関心を高め，ね
らいの根底にある道徳的価値の理解を基
に自己を見つめる動機付けを図る段階

展開
中心的な教材によって，子供一人一人が，
ねらいの根底にある道徳的価値の理解を
基に自己を見つめる段階

終末

ねらいの根底にある道徳的価値に対する思
いや考えをまとめたり，道徳的価値を実現
することのよさや難しさなどを確認したりし
て，今後の発展につなぐ段階
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先生方の声

22香川大学教育学部附属坂出小学校 道徳科

資料と自分の生活を結びつけるにはどうすれば？

子供たちは友達が容疑者に挙げられるという経
験をしていないため，どう日常に落とし込むか悩み
ました。
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23

「導入」におけるポイント（附坂小）

23香川大学教育学部附属坂出小学校 道徳科

道徳的価値に関わる事象を自分自身の問題
として受け止められるようにするために，

写真や図等の視覚的な支援により経験を想
起させたり，教材を事前に読んで書いた疑
問や感想を示したりし，

その時に子供たちが感じたことや考えたこ
とを表出できるようにする。



では，実際の授業を
ご覧ください。

導入場面

24



導入場面→

25
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26

子供の問いを生かす

26香川大学教育学部附属坂出小学校 道徳科
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27

子供の問いを生かす

27香川大学教育学部附属坂出小学校 道徳科
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28 28香川大学教育学部附属坂出小学校 道徳科

基本的な授業の構成（三つの場面）

導入
主題に対する児童の興味や関心を高め，ね
らいの根底にある道徳的価値の理解を基
に自己を見つめる動機付けを図る段階

展開
中心的な教材によって，子供一人一人が，
ねらいの根底にある道徳的価値の理解を
基に自己を見つめる段階

終末

ねらいの根底にある道徳的価値に対する思
いや考えをまとめたり，道徳的価値を実現
することのよさや難しさなどを確認したりし
て，今後の発展につなぐ段階

授業構成の基本的な捉え（附坂小）
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29

「展開」で大切にしたいこと

29香川大学教育学部附属坂出小学校 道徳科

①道徳的に大切なこと（正直，友情，謙虚さ，
礼儀…）が分かる。

・「分かったつもり」を「分かった！」にする。

・「分かっているけど，なかなかできない」こと
も分かる。

・「いろいろな感じ方や考えがあるんだな」と
いうことも分かる。

価値理解

人間理解

他者理解
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30

「展開」で大切にしたいこと

30香川大学教育学部附属坂出小学校 道徳科

②友達と話し合うなどして，いろいろな考え方
に出合ったり，物事をいろいろな角度から考
えたりする。

・「親切といっても，いろいろな親切があるん
だなあ」

・「A，B，C，それぞれの人の立場からいろい
ろなとらえかたができるんだなあ」

※ ２つを切り分けて考えることは難しい

多面的

多角的
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先生方の声

31香川大学教育学部附属坂出小学校 道徳科

対話のさせ方，タイミングが難しい。

自分の考えを伝えるだけで友達の意見を取り入れ
たり，柔軟に自分の考えを変えたりという子があま
り見られないのが気になります。
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先生方の声

32香川大学教育学部附属坂出小学校 道徳科

3人の考えで中間的な位置のサバイユ派が沢山い
たことです。サバイユの考えが子供の中でいわゆる
「こういう場合の無難な対応」になっている気がし
て，友達のことを本気で考えた結果ではないので
はないかと気にしながら授業をしました。
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先生方の声

33香川大学教育学部附属坂出小学校 道徳科

「ロレンゾを逃がす」と答えた子供の「友達は大切
だから」という考えを尊重しながら，「いけないこと
は友達でもいけない」ということを伝えなければい
けない。このバランスがとても難しいと感じました。

なので，どうしても言葉の節々に一方の立場に偏っ
ているなと感じます。教師自身にも迷いが出て，いく
つかの立場に分かれ対話をした時，まとまりなく終
わってしまうことがあります。
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34

「展開」におけるポイント（附坂小）

34香川大学教育学部附属坂出小学校 道徳科

二つの対話（自己との対話・他者との対話
）を促すために，

集団内の多様な立場の存在を明らかにし，
子供たちが自分の考えを選択・決定できる
ようにするとともに，自分の考えの理由を
表出して，

他の考えの理由と比較できるようにする。



では，実際の授業を
ご覧ください。

展開場面
（他者との対話）

35



第２回 わくわく授業づくりワークショップ 香川大学教育学部附属坂出小学校



第２回 わくわく授業づくりワークショップ 香川大学教育学部附属坂出小学校

筆談シート

・対話の意欲を高める（学習意欲）
・対話の足跡が残る（UD）
・コロナ対策



第２回 わくわく授業づくりワークショップ 香川大学教育学部附属坂出小学校

筆談シート

・対話の意欲を高める（学習意欲）
・対話の足跡が残る（UD）
・コロナ対策



第２回 わくわく授業づくりワークショップ 香川大学教育学部附属坂出小学校

他者理解から，自分を見つめる

・出された意見が出されっぱなしでなく，
自分の生き方について考えられるように。
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先生方の声

40香川大学教育学部附属坂出小学校 道徳科

本当の友達とは何か，について考えを深めていくこ
と。表面的な答えではなく，それぞれの自己の生き
方についての考えを深めていくことに難しさを感じ
ています。



では，実際の授業を
ご覧ください。

展開場面
（自己との対話）

41



第２回 わくわく授業づくりワークショップ 香川大学教育学部附属坂出小学校



第２回 わくわく授業づくりワークショップ 香川大学教育学部附属坂出小学校

事前アンケートを生かす



第２回 わくわく授業づくりワークショップ 香川大学教育学部附属坂出小学校

事前アンケートを生かす



第２回 わくわく授業づくりワークショップ 香川大学教育学部附属坂出小学校

事前アンケートを生かす
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46 46香川大学教育学部附属坂出小学校 道徳科

基本的な授業の構成（三つの場面）

導入
主題に対する児童の興味や関心を高め，ね
らいの根底にある道徳的価値の理解を基
に自己を見つめる動機付けを図る段階

展開
中心的な教材によって，子供一人一人が，
ねらいの根底にある道徳的価値の理解を
基に自己を見つめる段階

終末

ねらいの根底にある道徳的価値に対する思
いや考えをまとめたり，道徳的価値を実現
することのよさや難しさなどを確認したりし
て，今後の発展につなぐ段階

授業構成の基本的な捉え（附坂小）
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47

「終末」で大切にしたいこと

47香川大学教育学部附属坂出小学校 道徳科

○自分のよさを実感したり，自分の課題を見付
けたりするとともに，「自分の生き方」につい
て深く考える。

・「主人公は～という気持ちでした」で終わる
授業

・「自分にも～というよさがあることが分かっ
た」 「自分はこれから～していきたい」「和っ
ていても難しいなぁ」と考えられる授業
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先生方の声

48香川大学教育学部附属坂出小学校 道徳科

価値に関わる言葉は出てくるが，全員の児童にとっ
て深まりのある終末にできたかどうかが不確かだっ
たこと。

学びを踏まえ，自分の生活を振り返り，つな
げることができるようにするための大切なポ
イントは？
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「終末」におけるポイント（附坂小）

49香川大学教育学部附属坂出小学校 道徳科

「道徳的価値の理解に至った理由」「これ
からの生き方」等の振り返りの観点を大切
にするとともに，

自分のよさを実感できる自己評価や相互評
価を工夫する。



では，実際の授業を
ご覧ください。

終末場面→

50



第２回 わくわく授業づくりワークショップ 香川大学教育学部附属坂出小学校
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52

自分の生き方を振り返る４観点

52香川大学教育学部附属坂出小学校 道徳科



第２回 わくわく授業づくりワークショップ 香川大学教育学部附属坂出小学校

質疑 ・ 応答



第２回 わくわく授業づくりワークショップ 香川大学教育学部附属坂出小学校

ご指導

七條 正典 先生



主体的・対話的で深い学びの

実現に向けた道徳科の授業づくり

高松大学 七條 正典

2020/10/１



第１回 わくわく授業づくりワークショップ 香川大学教育学部附属坂出小学校



第２回 わくわく授業づくりワークショップ 香川大学教育学部附属坂出小学校



第１回 わくわく授業づくりワークショップ 香川大学教育学部附属坂出小学校



第２回 わくわく授業づくりワークショップ 香川大学教育学部附属坂出小学校



第２回 わくわく授業づくりワークショップ 香川大学教育学部附属坂出小学校



第１回 わくわく授業づくりワークショップ 香川大学教育学部附属坂出小学校



主体的・対話的で深い学びを考える

＜ポイント１＞

道徳科の特質を生かした授業づくり

→目標の見直し

〇道徳科の特質の明確化

〇道徳授業のイメージの具体化



道徳科の目標とその特質

＜目標＞

「第１章総則の第１の２に示す道徳教育の目標に基づき，より

よく生きるための基盤となる道徳性を養うため，①道徳的諸価値

についての理解を基に，②自己を見つめ，物事を(広い視野から）

③多面的・多角的に考え，④自己（人間として）の生き方につい
て

の考えを深める学習を通して，道徳的な判断力，心情，実践意

欲と態度を育てる。」（括弧内中学校）（①～④筆者）



☆ 道徳科の特質を生かした授業づくり

(1) 道徳的諸価値についての理解；よりよく生きる上で大切なもの

(2) 自己を見つめ；自分自身との関わりの中で深める(自我関与）

→体験的な学習（役割演技など）

体験を生かす学習（これまでの体験を想起し振り返るなど）

(3) 多面的・多角的に考え；視点の＜転換＞＜拡大＞＜深化＞

(4) 自己（人間として）の生き方についての考えを深める

；自分はどのように生きるべきか

(1)～(4)の４つの要素を押さえた学習を通して,

☆道徳的な判断力,心情,実践意欲と態度を育てる

※「考え,議論する道徳」「主体的,対話的で,深い学び」へ



主体的・対話的で深い学びのある
授業づくり

＜ポイント２＞

〇「考え、議論する」ことを重視した授業づくり

〇多様で効果的な指導方法の工夫



多様で効果的な指導方法の工夫

○道徳科の特質を生かした「考え，議論する道徳」への質的転換

(1) 多様な考え方を生かすための指導方法の工夫

「言語活動」：ペア学習・バズ学習・ディベートなど話し合いの工夫

ホワイトボードや付箋紙の活用など書く活動の工夫

「非言語」：心の天秤・心情円盤など

(2)多面的・多角的な視点から学び合う工夫

問題解決的な学習，保護者参加型の授業，地域の人材を活用した授業

(3)自らのこととつなげて考えることのできる工夫

ロールプレイなど「体験的な学習」，日常の体験の想起など

→「考え、議論する」（語り合う）道徳の具体化



主体的・対話的で深い学びとなる評価

＜ポイント３＞

〇学びの過程を振り返り，

自己評価できる授業づくり

〇指導と評価の一体化



☆ 指導と評価の一体化

(1) 評価の視点

・ 一面的な見方から多面的・多角的な見方へと発展しているか

・ 道徳的価値の理解を自分自身との関わりの中で深めているか

→授業づくりの視点

(2) 評価の工夫

・ 学びの過程を振り返り，学びを深める自己評価（ノートの活

用）

→主体的で・意欲的な学びを促す
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ご質問

69香川大学教育学部附属坂出小学校 道徳科

「なぜかしの木の下で話し合っ
たことを言わなかったのか」とい
う発問で熱量が下がってしまっ
た経験があります。どのような扱
い方をしようかと悩んでいます。
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さらに深く学びたい方へ

70香川大学教育学部附属坂出小学校 道徳科

「授業を変える
～５つの視点～」

香川大学教育学部附属坂出小学校

道徳だけでなく，新学習指導領
に対応した各教科の実践例が掲
載されています。

見本がありますので，ぜひ手に
取ってご覧ください！



第２回 わくわく授業づくりワークショップ 香川大学教育学部附属坂出小学校
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アンケートのお願い

72香川大学教育学部附属坂出小学校 道徳科

チャット機能を利用して，
本ワークショップに参加しての
ご意見・ご感想を教えてください。



第２回 わくわく授業づくりワークショップ 香川大学教育学部附属坂出小学校

フリータイム
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道徳科の評価の意義

74香川大学教育学部附属坂出小学校 道徳科

児童（生徒）のよい点や進歩の状況などを積
極的に評価し，学習したことの意義や価値を
実感できるようにすること。また，各教科等の
観点から，単元や題材など内容や時間のまと
まりを見通しながら評価の場面や方法を工夫
して，学習の過程や成果を評価し，指導の改
善や学習意欲の向上を図り，資質・能力の育
成に生かすようにすること。

（学習指導要領「第一章 総則」の「第３ 教育課程の実施と学習評価」の２の（1））
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道徳科の評価の基本的態度

75香川大学教育学部附属坂出小学校 道徳科

道徳科は，道徳教育の目標に基づき，各教科，（外国語活

動），総合的な学習の時間及び特別活動における道徳教育
と密接な関連を図りながら，計画的，発展的な指導によって
道徳性を養うことがねらいである。

第５章 第２節 道徳科における児童（生徒）の学習状況及び成長の様子についての評価

道徳性とは，人間としてよりよく生きようとする人格的特性

であり，道徳的判断力，道徳的心情，道徳的実践意欲及び
態度を諸様相とする内面的資質である。このような道徳性が
養われたか否かは，容易に判断できるものではない。

しかし，道徳性を養うことを学習活動として行う道徳科の指

導では，その学習状況や成長の様子を適切に把握し，評価
することが求められる。
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道徳科の評価の在り方

76香川大学教育学部附属坂出小学校 道徳科

・数値による評価ではなく，記述式とすること
・個々の内容項目ごとではなく，大くくりなまとまりを踏まえ
た評価とすること
・他の児童生徒との比較による評価ではなく，児童生徒が
いかに成長したかを積極的に受け止めて認め，励ます個
人内評価として行うこと
・学習活動において児童生徒がより多面的・多角的な見方
へと発展しているか，道徳的価値の理解を自分自身との
関わりの中で深めているかといった点を重視すること
・発達障害等のある児童生徒が抱える学習上の困難さの
状況等を踏まえた指導及び評価上に配慮を行うこと
・調査書に記載せず，入学者選抜の合否判定に活用する
ことのないようにすること
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77 77香川大学教育学部附属坂出小学校 道徳科

○ 「よりよく生きる」ための問い

・『メノン』
「徳は教えることができるのか」に対する

ソクラテスの問い「徳とはそもそも何なのか」

・『たった一つを変えるだけ』
「メタ認知」をしている時の頭の中は「問い」

主体的に生きるとは 自分を問う営み


